
問 

　

米
価
の
急
落
は
、
担
い

手
に
極
め
て
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
生
産

基
盤
の
効
率
化
を
図
る
た

め
の
整
備
や
、
担
い
手
へ

の
団
地
化
集
積
が
課
題
と

な
る
。
遠
野
市
の
認
定
農

業
者
等
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
率
の
推
移
と
貸
借
契

約
を
許
可
し
た
農
地
の
耕

作
放
棄
は
な
い
か
伺
い
た

い
。答 

　

全
国
的
に
見
る
と
、
こ

こ
20
年
間
で
耕
作
放
棄
地

は
40
万
ha
に
倍
増
し
、
担

い
手
の
農
地
利
用
は
約
５

割
の
現
状
で
あ
る
。
加
え

て
農
業
者
の
高
齢
化
及
び

後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
。
国
で
は

農
地
中
間
管
理
事
業
を
制

度
化
し
、
今
後
10
年
間
で

担
い
手
の
農
地
利
用
は
全

農
地
の
８
割
を
目
指
す
と

し
た
。農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
が
、
農
地
集
積
率
は
20

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
地
の
耕
作
放
棄
面
積

は
、
25
年
度
調
査
で
は
総

体
で
２
５
４
ha
と
な
っ
て

い
る
が
、
担
い
手
等
農
業

者
が
耕
作
を
放
棄
し
て
い

る
農
地
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

　

農
地
利
用
の
集
積
、
集

約
化
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
担
い
手
で
あ
る
認
定

農
業
者
の
確
保
や
育
成

と
、
農
地
中
間
管
理
事
業

に
よ
る
地
域
集
積
協
力
金

を
活
用
し
た
手
法
等
の
検

討
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
、
地
域
で
の

話
し
合
い
に
農
業
委
員
も

参
画
し
て
い
き
た
い
。

多田　勉 議員
（清風会）
一括質問方式

問 

　

農
地
中
間
管
理
事
業
に

つ
い
て
、
去
る
７
月
28
日

か
ら
関
係
機
関
・
団
体
が

連
携
し
て
説
明
会
を
開
催

し
た
が
、
出
席
人
数
が
少

な
く
、
更
に
は
農
地
の
出

し
手
が
出
席
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
、
今
後
の
事

業
進
展
に
不
安
を
抱
く
も

の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
の
創
設
に
伴

っ
て
モ
デ
ル
地
域
を
設
け

る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
遠

野
農
業
の
姿
が
実
感
で
き

る
基
盤
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
理
解
は
浸
透
し
な
い
と

思
う
が
、会
長
の
見
解
は
。

答 

　

こ
の
制
度
を
農
業
再
生

の
契
機
と
捉
え
遂
行
す
る

こ
と
が
農
業
委
員
会
の
役

割
と
認
識
す
る
。
８
月
１

日
か
ら
貸
付
者
及
び
借
受

者
の
公
募
が
開
始
さ
れ
、

相
談
窓
口
を
充
実
す
る
た

め
「
農
地
中
間
管
理
事
業

相
談
受
付
窓
口
」
を
開
設

し
た
。
事
業
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
地
域
事
情
に
精

通
し
て
い
る
農
業
委
員
の

存
在
が
大
き
い
。
農
地
集

積
集
約
化
の
推
進
に
向

け
、「
農
地
中
間
管
理
事

業
地
域
推
進
チ
ー
ム
」
を

７
月
に
設
置
し
た
。

　

説
明
会
へ
の
出
席
者
が

少
数
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
農
業
委
員
会
で
も
改

め
て
周
知
が
必
要
と
考

え
、
モ
デ
ル
地
区
の
選
定

を
市
当
局
と
模
索
し
た

い
。

　

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
定
め
る
経
営
体
農

地
へ
の
集
積
及
び
耕
畜
連

携
に
よ
る
循
環
型
農
業
や

６
次
産
業
化
等
を
促
進

し
、
経
営
基
盤
の
強
化
と

目
標
実
現
に
取
り
組
む
。

問 

　

国
策
は
、認
定
農
業
者
、

生
産
法
人
に
農
地
集
積
を

図
り
、
他
農
家
は
支
援
し

な
い
方
向
に
進
ん
で
い
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

答 

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
と
取
組
み
は
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
地
域
を
理
解

し
て
い
る
農
業
委
員
と
の

連
携
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

問 

　

米
価
が
暴
落
し
、
収
入

減
対
策
の
補ほ

填て
ん

対
象
農
家

が
大
半
を
占
め
る
。
高
齢

化
の
進
行
の
中
、
地
域
に

合
っ
た
集
落
営
農
や
、
担

い
手
、
女
性
の
参
加
を
進

め
活
性
化
を
取
り
戻
し
た

い
が
、
そ
の
対
策
は
。

答 

　

米
農
家
の
90
％
が
補ほ

填て
ん

対
象
で
あ
る
。
加
工
米
、

飼
料
米
の
作
付
け
や
流

通
、
出
口
部
分
も
見
据
え

て
考
え
た
い
。
地
域
と
話

合
い
を
し
、
理
解
を
得
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

牧場の再開と
利活用について

多田　誠一 議員
（遠野一新会）

一問一答方式

農
地
中
間
管
理
事
業
の

取
り
組
み
は

問 

　

原
発
事
故
で
中
止
と
な

っ
た
牧
場
も
、
除
染
作
業

が
終
了
し
再
開
で
き
る
も

の
の
、
畜
産
農
家
は
高
齢

化
が
進
み
、
70
歳
以
上
の

農
家
が
大
半
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
は
粗
飼
料
生
産
農

家
と
畜
産
農
家
が
棲
み
分

け
し
、
効
率
的
で
余
裕
の

あ
る
畜
産
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
、そ
の
考
え
は
。

答 

　

和
牛
は
平
成
16
年
と
比

較
し
て
農
家
数
も
飼
養
頭

数
も
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
一
戸
当
た
り
の
頭
数

は
増
え
て
お
り
、
生
産
額

は
耕
種
農
家
を
上
回
っ
て

い
る
。
除
染
工
事
は
、
県

を
中
心
に
関
係
機
関
が
一

丸
と
な
り
工
事
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問 

　

原
発
事
故
に
よ
り
、
国

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
国
策
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
遠
野
市

内
の
牧
野
組
合
に
も
大
規

模
な
太
陽
光
発
電
の
計
画

が
示
さ
れ
、
関
係
組
合
は

連
携
し
前
向
き
に
検
討
し

て
い
る
。
詳
細
は
こ
れ
か

ら
順
次
示
さ
れ
て
く
る

が
、
市
も
進
行
に
合
わ
せ

検
討
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
今
の
時
点
で
は
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
伺
い

た
い
。

答 

　

壮
大
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
は
、
送
電
ル
ー
ト
な

ど
疑
問
点
が
あ
り
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
。

農地中間管理事業での
農業振興の具体策は

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と

今
後
の
推
進
は

「農地中間管理事業相談窓口」が設置された

集落営農により地域の農業が守られている

25 24とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


